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援
す
る
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配
置

し
、
介
護
、
医
療
、
地
域
サ
ポ
ー
ト
な
ど

の
連
携
支
援
や
個
別
の
相
談
体
制
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
後
見
人
を
継
続

し
て
養
成
・
確
保
し
ま
す
。

　

多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
待
機
者
解
消

に
向
け
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
整
備
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
低
所

得
者
層
へ
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
居
住
費
助

成
を
継
続
し
ま
す
。

⑵
子
ど
も
・
若
者
等
の
サ
ポ
ー
ト

　

発
達
の
遅
れ
が
気
に
な
る
子
ど
も
に

は
、
早
期
発
見
や
発
達
段
階
に
応
じ
た
早

期
支
援
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
就
労
に
不
安
を
持
つ
若
者
へ
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
が
必
要
で
す
。

　

発
達
段
階
に
応
じ
た
支
援
の
総
合
相
談

窓
口
「
子
ど
も
・
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
創
設
し
、
各
分
野
が
連
携
を
図
り
な
が

ら
一
人
ひ
と
り
の
成
長
過
程
に
応
じ
た
切

れ
目
の
な
い
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
就
労
に
向
け
た
若
者
へ
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
と
し
て
、
働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱

え
て
い
る
若
者
が
相
談
で
き
る
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
を
図
り
、

専
門
的
な
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
訓

練
な
ど
に
よ
る
職
業
的
自
立
を
促
進
し
ま

す
。

⑶
過
疎
化
に
対
応
し
た
地
域
づ
く
り

　

伝
統
芸
能
の
継
承
や
集
落
活
動
が
困
難

に
な
る
な
ど
、
過
疎
化
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
地
域
が
主
体
的
に
活
動
で
き
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
大
学
等
と
の
連
携
に
よ

り
地
域
と
の
交
流
を
推
進
し
、
集
落
行
事

の
維
持
・
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
が
地
域
の
拠
点
と
な
り
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
や
地
域
活
動
支
援
員
と
連
携

し
、
地
域
の
あ
し
た
を
考
え
る
場
の
創
出

や
支
所
長
等
の
裁
量
予
算
に
よ
り
、
自
発

的
な
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
公
民
館
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
た

め
「
地
区
公
民
館
事
業
活
性
化
支
援
隊
」

を
創
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
自
助
・

共
助
・
公
助
の
関
係
を
確
立
す
る
福
祉
版

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
新
た
な
地
区
に
お
い

て
展
開
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
高
齢
者
運
賃
割
引
サ
ー
ビ
ス

を
本
年
度
か
ら
本
格
運
用
し
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
化
集
落
の
道
路
・
水
路
の
維
持
管
理

な
ど
の
労
力
不
足
を
補
う
た
め
、
市
が
認

定
す
る
「
地
域
貢
献
地
元
企
業
」
の
協
力

を
得
て
作
業
員
労
力
等
を
支
援
し
ま
す
。

主
な
事
業

し
ま
び
と
ジ
ュ
ニ
ア
支
援
事
業

	

１
０
４
８
万
円

元
気
な
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

	

３
１
０
１
万
円

防
災
対
策

　

東
日
本
大
震
災
や
伊
豆
大
島
の
土
石
流

災
害
の
教
訓
か
ら
、
防
災
・
減
災
対
策
を

一
体
的
に
講
じ
、
実
効
性
あ
る
も
の
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

災
害
時
や
非
常
時
の
情
報
を
迅
速
か
つ

確
実
に
伝
え
る
た
め
、
緊
急
情
報
伝
達
シ

ス
テ
ム
へ
の
加
入
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
や
防

災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
、
市
内
各
所
に
防
災

案
内
板
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
高
台
等

へ
の
迅
速
な
避
難
が
困
難
な
地
域
に
、
一

時
的
に
避
難
で
き
る
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を

整
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
防
災
士
研
修
を

実
施
し
、
地
域
や
事
業
所
な
ど
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
を
計
画
的
に
養
成
し
ま
す
。

　

津
波
対
策
や
原
子
力
災
害
対
策
等
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
を

見
直
す
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
や
、
防

災
関
係
機
関
と
の
役
割
分
担
・
連
携
強
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
全
市
民
を
対
象
と

し
た
一
斉
防
災
訓
練
を
本
年
度
か
ら
実
施

し
ま
す
。

　

減
災
対
策
と
し
て
、
多
く
の
市
民
が
利

用
す
る
公
共
施
設
の
耐
震
化
を
優
先
的
に

進
め
る
と
と
も
に
、
民
間
施
設
の
耐
震
化

に
つ
い
て
支
援
の
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

加
え
て
、
橋
り
ょ
う
や
ト
ン
ネ
ル
を
含
め

た
道
路
等
の
総
点
検
を
引
き
続
き
実
施
し
、

緊
急
的
な
補
修
な
ど
必
要
な
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
離
島
に
必
要
不
可
欠
な
耐

震
岸
壁
等
の
事
業
化
を
推
進
し
ま
す
。

主
な
事
業

地
域
防
災
マ
ッ
プ
整
備
事
業

	

６
０
０
３
万
円

津
波
避
難
タ
ワ
ー
整
備
事
業

	

４
億
６
６
５
６
万
円

お
わ
り
に

　

佐
渡
市
は
こ
の
３
月
１
日
に
市
制
施
行

10
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
自
然
、

歴
史
、
文
化
な
ど
、
佐
渡
市
一
本
で
魅
力

を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
佐
渡
フ
ァ

ン
が
着
実
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
佐
渡
フ
ァ
ン
を
逃
さ
ず
、
佐
渡
の
魅

力
を
十
分
に
伝
え
き
れ
る
よ
う
、
チ
ー
ム

佐
渡
の
立
ち
上
げ
に
よ
り
佐
渡
Ｐ
Ｒ
の
体

制
を
強
化
し
、
よ
り
一
層
の
佐
渡
フ
ァ
ン
獲

得
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
渡
の
活
性
化
に
は
、
そ
の
方

向
性
を
市
民
全
体
で
共
有
し
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
に
私
が
先
頭
に
立
ち
行

動
し
ま
す
の
で
、「
日
本
一
お
客
様
に
愛

さ
れ
、
選
ん
で
も
ら
え
る
島
」
を
目
指
し
、

市
民
の
皆
様
も
一
緒
に
力
強
く
前
へ
踏
み

出
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。


